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主論文第 2 部では, モノクロマー ト- ルを用いて生成物のヨウ素のみの吸収を測定することによって反
応速度の正確な追跡を行なっている｡






Z…-些遡 (HI)(Ⅰ2)% ニ ーjL _
d(I2)/dt k.k3K 望
･ 1㌢
測定値を入れるとZ と (Ⅰ2)宛 とは直線関係になり, これより kl が求められる｡ klは律速と考えた2
分子的付加反応
C4H6+HI-C4H71







重結合にヨウ化水素が付加し, 3- ヨウ化ブテン-1となる生成物を生じるであろうと考えている｡ この
場合のブタジエン分子中のビニール基の反応速度に及ぼす効果についても考察している｡
参考論文3編は, 酸化, 爆発に関する速度論的研究である｡











確認し, その速度定数ならびに活性化エネルギーを決定している. そうして2 分子的な素過程の考察を行
なっている｡






なる反応であることを証明し, この素反応の速度定数ならびに活性化エネルギ- が第 1部で得たそれぞれ
の値と合致することを実証して, この機構の妥当なることを論じている｡ また, ガスクロマ トクラフによ
って生成物量の時間的変化を追跡して, その知見に基づいて律速反応の生成物は, 3-ヨウ化ブテン-1
であろうと推論してこの反応の機構に関して興味ある知見を加えている｡
要するに, 申請者は基礎的な気相均一熟反応の速度論的研究において高度の実験技術を駆使して, 詳細
なる反応速度論的研究をブタジエンとヨウ化水素との付加反応に関して行ない, 新しい興味ある知見を速
度論の基礎的分野に加え, この領域に寄与するところが少なくない｡
参考論文には申請者が化学反応に関して十分なる研究能力を有することが示されている｡
よって, 本論文は理学博士の学位論文として価値があるものと認める｡
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